
◆気高町 

① 交流のまちづくり 

気高町のにぎわい創出と地域経済の活性化にとって、交流人口の拡大は非常に重

要な課題です。平成２６年の本市西部地域（気高町、鹿野町、青谷町）への世界ジオ

パークエリア拡大や、令和元年５月に全線開通した山陰道鳥取西道路と同年６月に

オープンした「道の駅西いなば気楽里」、気高町にとって、交流のまちづくりを進め

る絶好の機会となりました。 

テレワークなど新たな働き方に対応できるよう光回線を整備し、超高速ブロード

バンド時代の環境に対応します。また、気高町の魅力を全国にアピールするため、若

者を中心に普及しているSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用

し行政情報・観光情報を発信します。 

② 新しい風のまちづくり 

浜村温泉街の再生及び活性化は、気高町全体にとって重要な課題です。 

人口減少が進む中、将来にわたり安心して暮らし続ける事ができる地域づくりに、

住民自ら主体的に取り組む、「小さな拠点」の機能形成と地域運営組織の体制強化を

目指していきます。 

平成２４年度から取り組んでいる「芸術のまちづくり」を通じて、気高町の素晴ら

しい自然と芸術家の創造性を結合し、新しい風を取り入れたアーティストと住民と

の協働活動の取組を今後更に支援する必要があります。 

また、貝がら節祭りをはじめとした従来の地域イベントは、本来の目的である地域

の活性化に結びつけることが大切です。目的や内容など、イベントの在り方を見直

し、準備段階からの住民参加や実行委員会に若者などが参画する体制づくりに取り

組みます。 

③ 地域産業のまちづくり 

 田園が広がる気高町にとって最大の地域産業である農業を取り巻く環境は、ます

ます厳しくなっています。一方では、積極的な創意工夫を凝らしてさまざまな特産品

も生産されており、儲かる経営、後継者の確保をめざして、「生姜」、「有機米」、「は

ま茶」などのブランド化や生産基盤整備、「道の駅西いなば気楽里」をはじめとした

販売拠点・販売ルートの整備、６次産業化などを推進します。 

また、将来を見越した市有施設の再整備の検討やリノベーションによって空き家

等の利活用を図っていきます。 

さらに、漁業や観光を含めた地域産業の強化をめざし、その振興策を事業者・団体

などとの協働により進めます。 

④ 教育・文化のまちづくり 

気高町内のそれぞれの小学校区で、住民を中心に小学校に関わる関係者が、将来の

子どもたちの教育環境を検討する組織を立ち上げ、平成 29 年度から令和 2年度に

かけて、鳥取市教育委員会に小学校の統合を求める要望書を提出しました。令和 2

年 10 月、鳥取市校区審議会が「気高地域の４つの小学校を一つの学校として新設
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統合する」ことを答申し、これを踏まえ鳥取市教育委員会で同様の方向性が示されま

した。 

今後は令和３年３月に立ち上がった「気高地域学校統合準備委員会」において、新

たな学校づくりについて話し合われます。 

また、「酒津のトンドウ」や「因幡の菖蒲綱引き」など地域の文化を保存・継承す

るとともに、気高町の重要な伝統文化である民謡「貝殻節」の保存団体を支援し、担

い手の発掘・育成に取り組み、次世代へ唄と踊りを継承します。 

⑤ 安心・安全のまちづくり 

異常気象による自然災害の危惧や新型コロナウイルス感染症の拡大など、安心・安

全な生活が脅かされています。 

こうした社会情勢の変化や複雑かつ多様化する市民ニーズに対応するためには、

行政、社会福祉協議会、自治会と市民が共に助け合い、支え合いながら、個別の課題

や地域の課題を解決していく必要があります。 

地区、集落単位の防災マップの更新や避難訓練など地域における防災の取り組み

を継続するとともに、気高町に住むだれもが、みんなで支え合い、いつまでもいきい

きと暮らし続けることを目指します。 

「地域」を中心とした、安心・安全でいきいきと暮らし続けることができるための

まちづくりを進めます。 

●めざす将来像 

豊富な湧出量に恵まれた古くからの出で湯「浜村温泉」、約５キロにわたって続く鳴り砂

の浜、秀峰「鷲峰山」を望む豊かな田園風景などの素晴らしい自然の恵み。 

「因幡の菖蒲綱引き」、「酒津のトンドウ」、「大堤のうぐい突き」、「貝がら節」をはじめ

とした歴史や文化、文化財。 

先人が創意工夫しながら伝えてきたさまざまな産物。そして、自然災害が比較的少なく、

便利で住みやすい生活環境。 

これらのかけがえのない地域資産（誇り）を受け継ぎ、住民と行政が協働して地域おこ

し活動に取り組むことによって、地域の力と誇りを高め、魅力的で創造力あふれた、安全

で安心して多様なライフスタイルで暮らせる気高町をめざします。 

多様なライフスタイルで暮らせる、「気ぶん☆さい高、ときめきのまち」気高町 
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◆ 気高町

●歴史 

 町内から発見された遺物などから、気高町の歴史は少なくとも先土器時代から縄文時代ま

で遡ることができます。また、弥生時代中期の県内最大規模の独立棟持柱建物跡（どくりつ

むなもちばしらたてものあと）や古墳時代から奈良時代にかけての多くの古墳や古代因幡国

気多郡郡衙（ぐんが）跡とみられる遺跡が確認されています。中世末には鹿野城主亀井茲矩

の治世下にあり、日光池の干拓が行われ、また、今日まで伝わる日光の生姜や睦逢大堤池の

「うぐい突き」も、亀井公の朱印船貿易によって東南アジアから伝えられたとされています。 

明治２２年（1890年）市制・町村制の実施により、宝木村・光元村・酒津村・瑞穂村・

逢坂村・八束水村・正條村の７か村が成立し、その後数回の合併を経て、昭和３０年（1955

年）７月１日、宝木村・酒津村・瑞穂村・逢坂村・浜村町の５か町村が合併して「気高町」

が誕生しました。町名は、町が気高郡に属し、「民情誠純たること」を考えて命名されました。 

●特性 

①南に“因幡富士”と呼ばれる鷲峰山を仰ぎ、北には日本海を望み、５㎞にもわたる美しい

鳴り砂の浜が続く海岸線があり、日本ジオパーク※委員会よりエリアの拡大が認定された山陰

海岸ジオパーク※の「浜村海岸ジオサイト」と「鹿野ジオサイト」の一部として位置づけられ

ています。 

②国道９号線及び JR 山陰本線が東西を横断し、鳥取空港や本市中心市街地へのアクセスも

便利です。また、山陰道鳥取西道路が全線開通や「道の駅西いなば気楽里」の完成により一

層交通面で利便性が向上しました。 

③気高町には、全国的に有名な民謡「貝がら節」と「浜村温泉」があり、夏には「貝がら節

祭り」を開催するなど唄と踊りを伝承する取り組みを行っています。 

また、国や県指定の「因幡の菖蒲綱引き」、「酒津のトンドウ」、「百手の神事」、｢うぐい突

き｣などの民俗行事が息づいています。 

さらには、平成の名水百選に選定された「布勢の清水」、因伯の名水に選定された「お地蔵

さんの水」や全国の和牛の始祖といわれる「氣高号」があります。 

④農業は、米作が中心ですが、畑地では野菜類や花卉、施設園芸などが行われ、有機米、生

姜の特産品化に取り組んでいます。 

漁業では、酒津、船磯の二つの漁港があり、獲る漁業とともに、育てる漁業（わかめ、あ

わび、岩がき、サザエ、キジハタなど）にも取り組んでいます。 

●資源 

区 分 主なもの 

特産品 酒津の塩さば、いがい飯、貝がら型のお菓子、瑞穂生姜、日光生姜、白いか、有機米こしひかり 

観 光 

魚見台、龍見台、布勢の清水（平成の名水百選）、睦逢のお地蔵さんの水、浜村砂丘公園（ヤ

サホーパーク）、浜村の文芸の小径、両国梶之助の墓地、阿弥陀森の大タブの木、亀井茲矩

公墓所（国指定）、酒津のトンドウ（国指定）、因幡の菖蒲綱引き（国指定）、百手の神事（県

指定） 

イベント 
貝がら節祭り、気多の市、睦逢｢大堤のうぐい突き｣（県指定）、しょうがぽかぽかフェスタ、

わかめの収穫祭、ときめき祭（文化祭）、浜村温泉映画祭 

気気
高高
町町
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